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神奈川県南支部は８月 25日に開催した第 10回執行委員

会で、三昭運輸分会の不当労働行為救済申立闘争の完全勝

利に向けて団体署名・個人署名（別紙「平成２９年(不)第

３４号三昭運輸事件の早期救済命令を求める要請書」）を

全組合員が一丸となって推進することを確認しました。 

この署名用紙は、９月１日～３日に開催される建交労の

第 20 回定期大会に「味の素物流の畠野さん署名用紙」と

ともに配布して頂けることになっています。全分会は別紙 7.24の高橋千鶴子事務所にて 

の署名用紙をコピーするなどして直ちに署名運動にとりくんで頂くようお願いします

（必要な分会には署名用紙を送ります）。 

神奈川県本部、神奈川県南支部、三昭運輸分会は、建交労中央本部や神奈川労連をは

じめ７月 24 日の厚生労働省要請にご協力いただいた日本共産党の高橋千鶴子衆議院議

員事務所にも引き続き力をお借りして、分会が争議状態に至った大きな原因の一つであ

る社会保険労務士の悪質な行為を糾弾するたたかいにも全力を上げていきます。 

相変わらずの猛暑のなかで定例宣伝行動実施！ 
神奈川県南支部は、相変わらずの猛暑が襲う８月

25 日㈯にＪＲ川崎駅前での定例宣伝・署名行動を行

いました。行動参加者は佐藤委員長、斎藤副委員長、

大島書記長、金崎書記次長をはじめ６名の支部執行委

員と高橋運輸分会から参加した竹内組合員の計７名

で寂しい行動となりました。次回行動の９月 15 日に

宣伝署名行動に参加した支部の仲間 は多くの参加で成功させましょう。 

 

 

 

 神奈川県南支部は、第 10 回執行委員会で今年度のレクリエーション活動の第２弾と

して、東京都八王子市にある高尾山（標高 599ｍ）登山を 10月６日㈯に実施することを

正式に決定しました。支部のレク活動として成功させるために 10 名以上の参加者で実

施したいと思っていますので、ご家族連れを含めて積極的な参加をお待ちしています。

なお、参加申込みの締め切りは９月 15日です（実施要項・参加申込書は別紙）。 

県南支部レク活動２弾･高尾山登山に決定！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

神奈川県労働委員会 御中 

 

平成２９年(不)第３４号三昭運輸事件の 

早期救済命令を求める要請書 

 

貴会の日頃のご活躍に衷心より敬意を表します。 

標記の事件は、㈱三昭運輸（以下、会社という）が 2013 年に社会保険労務士を団体

交渉委員に加えて以降、社会保険労務士が主導する団体交渉が常態化し、分会の要求を

ことごとく否定するのみならず、やがては団体交渉そのものを「留保する」（事実上の

団交拒否）に至ったことに端を発するものです。この会社の姿勢に対し建交労神奈川県

本部及び神奈川県南支部は、三昭運輸分会の意向も尊重し、会社の不誠実な対応を改め

るよう粘り強い説得を続けました。 

2017 年 3 月には団体交渉ルールの確立を求めて貴会での斡旋も試みましたが、会社

は貴会による労使関係の正常化に向けた丁寧な説得や和解案をすべて拒否し「例え不当

労働行為で訴えられても和解を受け入れることはできない」との態度に終始したため、

貴会での斡旋は同年 4 月 20 日不調に終わりました。その際に貴会は、会社に対し「斡

旋の不調や組合側が会社側を不当労働行為で訴えた場合でも、それ等を理由に団体交渉

を拒否することはできません。それは不当労働行為にあたります。」と、厳重注意を申

渡しています。 

 しかし、その後も会社は団体交渉の議題などを制限あるいは拒否するなどして団体交

渉の開催を困難にしたり、ようやく開催した団体交渉では社会保険労務士や行政書士に

よる非弁行為を含めて不誠実な対応を改めていません。 

貴会に於いては、こうした会社の不誠実な態度を改めさせ一日も早く正常な労使関係

を確立するため、救済申立の請求内容である、①団体交渉の誠実な履行、②組合事務所

の継続使用」をはじめ、③未払一時金の早期支給、④謝罪文の掲示などを含めて全面的

な救済命令を早期に行って頂くよう強く要請致します。 

 

２０１８年  月  日 

住 所                           

 

団体名                         ㊞ 

 

代表者                         ㊞ 

取り扱い団体 

全日本建設交運一般労働組合（建交労） 神奈川県南支部 

〒169－0073 川崎市川崎区砂子２－８－１ シャンボール川崎砂子 706号 

※この署名は、この目的以外では使用いたしません。 



 

 

神奈川県労働委員会 御中 

 

平成２９年(不)第３４号三昭運輸事件の 

早期救済命令を求める要請書 
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２０１８年  月  日 

取り扱い団体 

全日本建設交運一般労働組合（建交労） 神奈川県南支部 

〒169－0073 川崎市川崎区砂子２－８－１ シャンボール川崎砂子 706号 

※この署名は、この目的以外では使用いたしません。 

名  前 住    所 サイン 

   

   

   

   

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 住   所 サイン 

   

   

   

味の素株式会社 

代表取締役･取締役社長･最高経営責任者 

西井 孝明 様 

 

味の素物流株式会社 

代表取締役社長 

田中 宏幸 様 

 

 

畠野由美子さんの運転手への復職を求める署名 

 

味の素物流株式会社（前関東エース物流(株)）のトラック運転手として約７年間勤務してき

た畠野由美子さんは、事故を起こしたことを理由に昨年（2017年）12月に運転手の仕事を降ろ

され、それまでまったく経験のない事務職に移されました。 

その結果、畠野さんの月額収入は約６万円も減少して生活が困窮しているとともに、元々は

トラック運転手を希望して採用された畠野さんが、慣れない事務職を約半年間も続けるなかで

ストレスが溜まり精神的にも追い詰められてきています。畠野さんは、こうした状況から開放

されるために一日も早く運転業務に戻りたいと願っています。 

会社が畠野さんをトラック運転手から下ろした理由とする「油漏れ事故」の背景には、昼食

休憩も取れない過酷な業務を強いられたことによる可能性が高く、また、帰宅途中の交通事故

は畠野さんの不注意が原因とは言え、法的な処罰もなく会社に損害はありませんでした。 

それまでの畠野さんは、関東エースのトラック運転手として何ら問題もなく業務を遂行して

きた真面目な従業員であり、今後もトラック運転手として会社に貢献できる人材です。 

私たちは、その畠野さんを一日も早くトラック運転手に復職させることを強く求めます。 
 

 

２０１８年  月  日 

わたくしは上記の目的に賛同して署名します。 

取り扱い団体 

全日本建設交運一般労働組合（建交労） 神奈川県南支部 

〒169－0073 川崎市川崎区砂子２－８－１ シャンボール川崎砂子 706号 

※この署名は、この目的以外では使用いたしません。 

 

 

 



 

 

 高尾山（標高 599ｍ）登山の実施要項は以下のとおりです。参加費用は各自負担です。 

 

●実施日 １０月６日（土） 午前１０時 京王電鉄・高尾山口駅前に集合 

●川崎駅から南武線・京王線に乗継ぎ高尾山口まで 1時間 20分（運賃は７５０円） 

●横浜駅からは東横線・ＪＲ南武線・京王線に乗継ぎ 1時間 33分（運賃は８９０円） 

 

●申込者全員の集合を確認して登山スタート 

●登りは１号路（表参道コース）を歩きます（山頂まで約１時間４０分） 

●下りは４号路（吊り橋コース）をケーブルカーの高尾山駅まで歩きます（約４０分） 

●ケーブルカー高尾山駅前のビアマウントで食べ・飲み放題バイキングを楽しみます 

＜バイキング―料金＞ 

大人男性    ３８００円 

女性    ３６００円 

65歳以上男性  ３５００円 

65歳以上女性  ３３００円 

他に高･中・小生､３歳上・ 

小学生未満などの料金あり 

●上記の参加・不参加は自由です 

●下山はケーブルカーです 

 

●足元は運動靴・トレッキン 

グシューズなどしっかり 

歩けるもので参加を 

●服装は寒さ対策で一枚余 

分に羽織れるものを用意 

●できれば帽子も用意 

●申込書送り先 

ＦＡＸ ０４４（２１１）２４１１ 

 

神奈川県南支部・高尾山登山参加申込書 

 

参加者氏名（代表者）             年齢（   ）歳   性別（ 男  女 ） 

家族などの参加者 性別・年齢（男大人  人、女  人）（他          ） 

分会名とバイキング参加有無 分会名（               ）バイキング 参加 不参加 

連絡先（緊急時） 電話           ｅメールアドレス 

                       切り取り線                      

 

県南支部レク活動･高尾山登山の実施要項

●参加申し込み〆きりは９月 15 日です。 

 

 


